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[image: image9.wmf] 研修のコンセプト　　～就職のミスマッチを防ぎ就職難に打ち勝つ!!～
東日本大震災に負けず、企業の生き残りをかけて連携し、高品質の確保と技術力の向上を目指します。
本講座ではグローバル化時代を勝ち残るため、企業の枠を越えてチームとして円滑に共同作業を推進できる人材 、形ある製品を複数の企業で連携して作り上げるうえで不可欠な3次元CADおよび
RP(Rapid Prototyping)のスキルと、自社製品の高い品質を保証する品質管理スキルを
持つ人材を育成する講座 及び先進企業訪問/工場見学の機会を提供します。
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 研修の特徴　　～即戦力となる技術を身につけよう!! ～

品質管理技術（研修１）又は/及び、3次元CAD/ラピッド・プロトタイピング技術（研修２、３）を学習し、さらに現場（企業訪問/工場見学）で確認、理解を深めます。

・研修１では統計的品質管理の基礎から、実務で役立つ品質管理手法（QC７つ道具、管理図など）を駆使できるよう学習します。

・研修２（3次元 CAD/ラピッドプロトタイピング入門）または３（同　応用）では、速い製品ライフサイクルに対抗する迅速な設計手段として３次元CADとラピッド・プロトタイピングを用いた製品設計プロセスを学びます。業界標準となっているCADソフトおよび積層造形機で実際に製品を作成します。応用コースではデジタルモデルをベースに企業間連携により一つの製品を分担して設計するプロセスを学習します。
・大学での座学/実習終了後、品質管理/改善活動先進企業、3次元 CAD/RP活用の開発型先進中小企業などを訪問し実際の品質管理のあり方、3次元 CAD活用の現場を見学し、自社での適用などの参考事例を学習します。

・一定の基準を満たした研修生の方々には産業技術大学院大学の講座修了証を発行いたします。
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 募集要領
【研修期間】平成23年11月12日（土）～平成23年12月10日（土）
【会場】産業技術大学院大学品川シーサイドキャンパス（品川区東大井1-10-40）及び工場見学先企業

【受講料】無料（東日本大震災罹災者/福島原子力発電所事故被災者は旅費（交通費および宿泊費）補助あり。


詳しくは事務局までお尋ねください。）

【募集締切】平成23年11月8日（火）（研修１）、平成23年11月25日（金）（研修２及び研修３）
【募集人員】※  研修１（品質管理）15名、研修２（CAD/RP入門）20名、研修３（CAD/RP応用）10名、 計45名
【対象者】　求職者、中小企業従業員
【申し込み/問合せ】　FAXまたはe-mailでの申し込み
産業技術大学院大学管理課管理課OPI企画運営係

Tel: 03-3474-7833　　Fax: 03-3474-2790　 e-mail: opi@aiit.ac.jp

※申し込み多数の場合は大震災罹災者/福島原発被災者を優先に研修の必要性、履歴等を参考に選定させて頂きます。
　 予めご了承ください。
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 日程及びカリキュラム概要
研修１（品質管理コース）
11月12日（土）：品質管理とは（品質管理概論、ＱＣ7つ道具）

11月19日（土）：統計的品質管理（基本統計量、正規分布、工程能力指数）

12月3日（土）：品質管理手法（抜取検査、ヒストグラム、散布図と回帰）

12月10日（土）：演習（中心極限定理、管理図、総合演習）

研修２（3次元CAD/RP　入門コース）
12月１日（木）：研修概要と3次元CAD基本操作習得（3次元CAD概要、基本操作演習）

12月2日（金）/3日（土）：モデリング演習（スケッチ演習/初級モデリング演習（チュートリアル/課題））
12月3日（土）：アセンブリ演習（チュートリアル/課題））

12月5日（月）/12月6日（火）：実践課題演習（ﾗﾋﾟｯﾄﾞﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞについて、LEDライトの筐体3次元設計、
干渉確認、意匠面デザイン、RP造形試作⇒検証⇒形状修正、レンダリング機能）
研修３（3次元CAD/RP　応用コース）
12月１日（木）：SolidWorks演習（基本操作演習、モデリング/アセンブリチュートリアル演習）
【以後　実践課題（ソーラーカーの車両ボディの設計）への取組】
12月2日（金）：製品企画、開発計画の検討（意匠デザイン検討、部品分割検討、設計担当振り分け）

12月3日（土）、5日（月）、6日（火）：3次元CAD設計（進捗確認会議、担当部品設計、他部品との嵌合・締結
確認、RP造形試作、試作部品組立・設計検証）、レンダリング機能による製品イメージ画像の作成
工場見学
12月6日（火）：ビール/飲料でトップ企業の横浜工場でプロセス系製品の品質管理を学ぶ
12月7日（水）：「元気なモノ作り中小企業300社」に選定された企業のCAD活用/レース製品開発などを学ぶ
12月9日（金）：ビル空調などの制御システムでトップ企業の高い現場力を支える品質管理システム、たゆまぬ
改善活動を学び、さらに同社の製品開発でのCAD活用状況を現場から学ぶ。
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公立大学　産業技術大学院大学








本講座は無料です。東日本大震災の罹災者/福島第一原子力発電所事故被災者の方々は参加旅費


（交通費/宿泊費）の補助があります。詳しくは産業技術大学院大学OPI企画運営係までお問合せ下さい。





就職できる力　働く技術力を高める研修


まもなく開講。今すぐお申込を!!





研修１　品質管理スキルの取得


品質管理の基礎を理解し、QC７つ道具/管理図などが駆使できる





企業訪問/工場見学


座学/実習終了後、関係企業を訪問し実際の適用事例を学び、座学/実習で獲得した知識を、工場見学によって深める





研修２,３　3次元CADとRapid Prototypingスキルの取得


・自由曲面部品のモデリング、それらの製品センアブリができる


・作成した形状モデルをデータ変換し、積層造型機でプロトタイプを


　作ることができる


・チームによる製品設計プロセスを習得できる





・ 公立大学　産業技術大学院大学は、高度専門職を育成するために東京都が設置した大学院です。この研修は産業技術大学院大学に


より設計され、本大学施設を活用して実施されます。





・ この研修は“全国中小企業団体中央会補助金事業「ものづくり分野の人材育成確保事業」 （追加募集）”の補助を受けて実施されます。








